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資料 三田氏関係年表 

 鎌倉時代のころから、三田氏を名のる豪が羽村以西の青梅・奥多摩地域を支配していたこと

は、前号の文化財ニュースでお知らせしまいたが、今回は三田氏関係の事蹟を定本市史「青梅」

などの資料のもとにたどってみました。 

西暦 年号 三田氏関係の事蹟。 

１２５０年 建長 ２年 御門造営課役人の連名目録中に三田入道の名が登場する。 

１２５８年 正嘉 ２年 将軍の二所詣での髄兵に三田小太郎、三田五郎が加わる。 

１３００年 西安 ２年 勝沼の乗願寺が三田下総守長綱により創建される。 

１３２２年 元享 ２年 今寺報恩寺の鐘、三田弾正忠清綱により鋳造される。 

１３５２年 正平 ７年 石浜の合戦に尊氏側として三田常陸守が参陣する。 

１３９５年 応永 ２年 羽村一峯院、三田雅楽介将定により創建される。 

１４１８年 応永２５年 下長淵の宝林庵、三田左衛門五郎朝貞によって創建される。 

１４５７年 長禄 元年 長淵の永福庵本尊、三田憲清によって造立される。 

１４６３年 寛政 ４年 友田御嶽神社鰐口、三田憲清によって寄進される。 

１５０９年 永正 ６年 京の連歌師宗長が勝沼を訪れ、三田氏宗・政定と交友。 

１５１０年 永正 ７年 公卿三条西実隆が三田氏宗に書状を送る。 

１５１１年 永正 ８年 御岳山の武蔵御嶽神社の社殿を三田氏宗・政定らが造立。 

１５１１年 永正 ８年 
御岳山世尊寺の釈迦像、今寺報恩寺の延命地蔵、塩船観音寺の諸

仏像、三田氏宗・政定父子によって修理される。 

～ ～ 

１５１２年 永正 ９年 

１５１３年 永正１０年 青梅の住吉神社々殿、三田氏宗・政定父子により造立。 

１５２１年 大永 元年 根ヶ布天寧寺の銅鐘、三田政定によって鋳造される。 

１５３１年 享禄 ４年 小田原において、三田政定、連歌師宗長と交流する。 

１５３３年 天文 ２年 塩船観音寺仁王、三田政定・綱定父子が修理する。 

１５３５年 天文 ４年 鎌倉の鶴ヶ岡八幡宮の鳥居を三田政定が中心になり造立。 

１５３６年 天文 ５年 羽村の阿蘇神社、三田掃部介定重いよって修理される。 

１５５９年 永禄 ２年 三田弾正少弼、相模国酒匂郷などを所領する。 

１５６０年代 永禄年間 北条氏照軍、三田氏の居城、辛垣城を攻撃、三田氏滅亡。 

鉄砲が伝来して２０年後のこと、三田氏にも一挺の鉄砲があったという。 

（文責 川鍋幸三郎） 


